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建築学科

62 建築インターンシップⅠ　AA-X-001 選択　１単位　２年前期～４年前期

Architectural Internship Ⅰ
全学年全組　学科長　有川　　智

在学中に実際の建設関連企業（建設会社、設計事務所等）での就業経験を持つことにより、職業観及び社会観を養うことを目的とする。進
路選択にあたって自らの特性や個性、さらには適性を認識し、適切な業種や職種を見いだしていく作業は学内での講義・演習だけでは難しい。
高度な水準での建築設計の現場を体験することで、学内では学びきれない建築と社会の関わりを学び、進路選択のための検討の機会とする。
自らの職業観を確立させ、学んでいる学問の意義を十分理解し、自主性を備えた人材育成を目指す。実働計 45 時間以上を必要とする。

・インターンシッププログラムは、学科が認定した建築設計、設備設計、構造設計に係わる業務を行う建築士事務所等を受入先とし、受入
先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に指導を受ける。受入先には学科から受入及び教育プログラム（内容・方法・期間）作
成の依頼書を送付する。指導プログラムについては、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に任されるが、事前に学科と
合意をかわした上で、プログラムを開始する。
・合計 45 時間以上（30 時間以上の実勤務と 15 時間以上の事前・事後の準備やまとめの時間）を必要とする。勤務時間は受入先の制度に
準じる。
・受講生は個人での保険加入を義務づける。
・受講生には報酬は支払われない。
・受入先と学科（もしくは指導教員）は常時連絡が取れる体制とする。
・実習した業務内容を報告書資料としてまとめ、受入先の指導者に確認を受け、学科に提出する。

※インターンシップは最大 2 科目 4 単位までを進級および卒業に要する単位として算入できる。
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建築学科

63 建築インターンシップⅡ　AA-X-002 選択　１単位　２年前期～４年前期

Architectural Internship Ⅱ
全学年全組　学科長　有川　　智

在学中に実際の建設関連企業（建設会社、設計事務所等）での就業経験を持つことにより、職業観及び社会観を養うことを目的とする。進
路選択にあたって自らの特性や個性、さらには適性を認識し、適切な業種や職種を見いだしていく作業は学内での講義・演習だけでは難しい。
高度な水準での建築設計の現場を体験することで、学内では学びきれない建築と社会の関わりを学び、進路選択のための検討の機会とする。
自らの職業観を確立させ、学んでいる学問の意義を十分理解し、自主性を備えた人材育成を目指す。実働計 45 時間以上を必要とする。

・インターンシッププログラムは、学科が認定した建築設計、設備設計、構造設計に係わる業務を行う建築士事務所等を受入先とし、受入
先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に指導を受ける。受入先には学科から受入及び教育プログラム（内容・方法・期間）作
成の依頼書を送付する。指導プログラムについては、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に任されるが、事前に学科と
合意をかわした上で、プログラムを開始する。
・合計 45 時間以上（30 時間以上の実勤務と 15 時間以上の事前・事後の準備やまとめの時間）を必要とする。勤務時間は受入先の制度に
準じる。
・受講生は個人での保険加入を義務づける。
・受講生には報酬は支払われない。
・受入先と学科（もしくは指導教員）は常時連絡が取れる体制とする。
・実習した業務内容を報告書資料としてまとめ、受入先の指導者に確認を受け、学科に提出する。

※インターンシップは最大 2 科目 4 単位までを進級および卒業に要する単位として算入できる。
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建築学科

64 建築インターンシップⅢ　AA-X-003 選択　２単位　２年前期～４年前期

Architectural Internship Ⅲ
全学年全組　学科長　有川　　智

在学中に実際の建設関連企業（建設会社、設計事務所等）での就業経験を持つことにより、職業観及び社会観を養うことを目的とする。進
路選択にあたって自らの特性や個性、さらには適性を認識し、適切な業種や職種を見いだしていく作業は学内での講義・演習だけでは難しい。
高度な水準での建築設計の現場を体験することで、学内では学びきれない建築と社会の関わりを学び、進路選択のための検討の機会とする。
自らの職業観を確立させ、学んでいる学問の意義を十分理解し、自主性を備えた人材育成を目指す。実働計 90 時間以上を必要とする。

・インターンシッププログラムは、学科が認定した建築設計、設備設計、構造設計に係わる業務を行う建築士事務所等を受入先とし、受入
先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に指導を受ける。受入先には学科から受入及び教育プログラム（内容・方法・期間）作
成の依頼書を送付する。指導プログラムについては、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に任されるが、事前に学科と
合意をかわした上で、プログラムを開始する。
・合計 90 時間以上（60 時間以上の実勤務と 30 時間以上の事前・事後の準備やまとめの時間）を必要とする。勤務時間は受入先の制度に
準じる。
・受講生は個人での保険加入を義務づける。
・受講生には報酬は支払われない。
・受入先と学科（もしくは指導教員）は常時連絡が取れる体制とする。
・実習した業務内容を報告書資料としてまとめ、受入先の指導者に確認を受け、学科に提出する。

※インターンシップは最大 2 科目 4 単位までを進級および卒業に要する単位として算入できる。
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建築学科

65 建築インターンシップⅣ　AA-X-004 選択　２単位　２年前期～４年前期

Architectural Internship Ⅳ
全学年全組　学科長　有川　　智

在学中に実際の建設関連企業（建設会社、設計事務所等）での就業経験を持つことにより、職業観及び社会観を養うことを目的とする。進
路選択にあたって自らの特性や個性、さらには適性を認識し、適切な業種や職種を見いだしていく作業は学内での講義・演習だけでは難しい。
高度な水準での建築設計の現場を体験することで、学内では学びきれない建築と社会の関わりを学び、進路選択のための検討の機会とする。
自らの職業観を確立させ、学んでいる学問の意義を十分理解し、自主性を備えた人材育成を目指す。実働計 90 時間以上を必要とする。

・インターンシッププログラムは、学科が認定した建築設計、設備設計、構造設計に係わる業務を行う建築士事務所等を受入先とし、受入
先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に指導を受ける。受入先には学科から受入及び教育プログラム（内容・方法・期間）作
成の依頼書を送付する。指導プログラムについては、受入先の建築士（設備設計の場合は建築設備士を含む）に任されるが、事前に学科と
合意をかわした上で、プログラムを開始する。
・合計 90 時間以上（60 時間以上の実勤務と 30 時間以上の事前・事後の準備やまとめの時間）を必要とする。勤務時間は受入先の制度に
準じる。
・受講生は個人での保険加入を義務づける。
・受講生には報酬は支払われない。
・受入先と学科（もしくは指導教員）は常時連絡が取れる体制とする。
・実習した業務内容を報告書資料としてまとめ、受入先の指導者に確認を受け、学科に提出する。

※インターンシップは最大 2 科目 4 単位までを進級および卒業に要する単位として算入できる。
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建築学科

66 建築学特別課外活動Ⅰ　AA-X-005 選択　１単位　１年前期～４年後期

Off-class Practice in Architecture Ⅰ
全学年全組　学科長　有川　　智

本学科の専門に関連の深い資格の取得、学外研修や学科が実施する課外活動への参加、学生の自主的かつ計画的な活動とその成果（留学、
設計競技受賞など）に対して、本人の申請に基づいて、学科で審査の上、専門選択科目として単位を認めるものである。学科では学生の自
主性と行動力を高め、企画力やコミュニケーション力、学ぶ意欲の醸成の観点からも学生自身による積極的な取り組みを推奨している。なお、
教養教育科目としての「特別課外活動」との重複申請や、同一内容での複数回の申請は認められない。対象となる資格・課外活動の詳細や
申請方法などについては、別途案内する。このⅠについては、実働計 45 時間以上の内容を必要とする。なお、ⅡおよびⅢと同一の内容で
の申請は認められない。

※建築学特別課外活動については、最大 2 科目 4 単位までを進級および卒業に要する単位として算入できる。
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建築学科

67 建築学特別課外活動Ⅱ　AA-X-006 選択　２単位　１年前期～４年後期

Off-class Practice in Architecture Ⅱ
全学年全組　学科長　有川　　智

「建築学特別課外活動Ⅰ」同様、本学科の専門に関連の深い資格の取得（建築士、宅地建物取引士、インテリアコーディネーター、福祉住環
境コーディネーター、商業施設士補など）、学外研修や学科が実施する課外活動への参加、学生の自主的かつ計画的な活動とその成果（留学、
設計競技受賞など）に対して、本人の申請に基づいて、学科で審査の上、専門選択科目として単位を認めるものである。学科では学生の自
主性と行動力を高め、企画力やコミュニケーション力、学ぶ意欲の醸成の観点からも学生自身による積極的な取り組みを推奨している。なお、
教養教育科目としての「特別課外活動」との重複申請や、同一内容での複数回の申請は認められない。対象となる資格・課外活動の詳細や
申請方法などについては、別途案内する。このⅡについては、実働計 90 時間以上の内容を必要とする。なお、ⅠおよびⅢと同一の内容で
の申請は認められない。

※建築学特別課外活動については、最大 2 科目 4 単位までを進級および卒業に要する単位として算入できる。
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建築学科

68 建築学特別課外活動Ⅲ　AA-X-007 選択　２単位　１年前期～４年後期

Off-class Practice in Architecture Ⅲ
全学年全組　学科長　有川　　智

「建築学特別課外活動Ⅰ」「建築学特別課外活動Ⅱ」同様、本学科の専門に関連の深い資格の取得（建築士、宅地建物取引士、インテリアコー
ディネーター、福祉住環境コーディネーター、商業施設士補など）、学外研修や学科が実施する課外活動への参加、学生の自主的かつ計画的
な活動とその成果（留学、設計競技受賞など）に対して、本人の申請に基づいて、学科で審査の上、専門選択科目として単位を認めるもの
である。学科では学生の自主性と行動力を高め、企画力やコミュニケーション力、学ぶ意欲の醸成の観点からも学生自身による積極的な取
り組みを推奨している。なお、教養教育科目としての「特別課外活動」との重複申請や、同一内容での複数回の申請は認められない。対象
となる資格・課外活動の詳細や申請方法などについては、別途案内する。このⅢについては、実働計 90 時間以上の内容を必要とする。なお、
ⅠおよびⅡと同一の内容での申請は認められない。

※建築学特別課外活動については、最大 2 科目 4 単位までを進級および卒業に要する単位として算入できる。
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建築学科

69 他学科開講科目群　AA-X-008 選択　１～４単位　１年後期～４年後期

Subjects offered by other departments

建築学が関わる学問的領域は広い。本学科の専門的な知識をよりよく、また深く理解するために、他学科の開講科目（建築学に関わるもの
に限る）を履修することができる機会を設けている。履修にあたっては、事前に履修科目について建築学科教務委員に相談の上、当該科目
の担当教員の許可を得て、教務学生課で所定の手続きを行う。詳細については当該科目のシラバスを参照のこと。

※他学科開講科目と他大学開講科目は、あわせて 4 単位までを進級および卒業に要する単位として算入できる。
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70 他大学開講科目群　AA-X-009 選択　１～４単位　１年後期～４年後期

Subjects offered by other universities

建築学が関わる学問的領域は広い。本学科の専門的な知識をよりよく、また深く理解するために、他大学の開講科目（建築学に関わるもの
に限る）を履修することができる機会を設けている。履修にあたっては、事前に履修科目について建築学科教務委員に相談の上、本学教務
学生課及び受講先大学の担当課に確認の上、手続きを行う。

※他学科開講科目と他大学開講科目、あわせて 4 単位までを進級および卒業に要する単位として算入できる。


